
レーザー分光法とイオン・イメージング法を組み合わせた状態選別散乱法によって、多原子分子系の新し

い反応様式が見つけ出されている。従来の化学反応論の範疇を超えた、階層的振動エネルギー緩和、円錐

交差での生成経路分岐、大振幅振動、といった多次元・多曲面の電子状態を持つ反応系特有の反応原理が、

散乱実験による仮説の検証段階を経て、確立されつつある。 本コロキウムでは、アンモニア誘導体であ

るアミンの光反応と、遷移金属錯体の光化学の研究例を取り上げ、多原子分子系の新しい反応機構を導き

出す反応ダイナミクス研究のアプローチを紹介する。 
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